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○地域主体の取組みによるバス運行とは

○地域主体のバス運行モデル（例）

地域主体の取組みによるバス運行について

　従来の乗合型公共交通の運行が難しい地域において、その地域の住民が主体となって
　日常の移動手段を確保する取組み。
　既存のバス路線のルート変更では対応できない場合や道路の幅員が狭く大型・中型車両乗入れ
　できない場合などに地域の方々が主体となり、その地域に合致した運行形態やルート・ダイヤで
　地域の移動手段を確保する取組み。

「～してほしい」という要望型から「～したい」という地域主体の取組型へ転換

自治会 運行してほしい 行政

・ルート検討・協議

・地域との調整

・地域への周知

・利用促進

運行へ自治会

行政

自治会
運行事業者

○今までのやり方

○これからのやり方

・利用者把握

・ルート検討
運行したい

・ルート協議

・地域との調整

・地域への周知

・利用促進

自治会

行政 運行事業者

運営 NPO法人など

・利用者実態把握

・利用者ニーズに合致した

運行ルート・ダイヤの検討

・運行計画の作成

・利用促進の検討・実施

・自家用有償運送

など

運行 バス・タクシー

・安全な運行サービス

・乗合許可の申請

・利用状況の報告

・利用促進の協力

など

支援
・他市事例等情報提供

・運行計画作成の支援

・財政補助

・利用促進の検討・協力

など

公民連携

運行事業者

運行へ

・地域が主体となるため、マイバス意識が高まる

・地域の実情に合致した運行が実施できる

・公民連携により早期に事業化が見込める
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